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　原発不明の癌症例12例中11例において，原発癌

を診断するのに，腫瘍シソチが非常に有効であっ

たと云う事から，原発不明癌の症例には，諸検査

に先行して腫瘍シンチが行われるべきである．

25．67Ga標識ヘパリン複合体の基礎的研究

　　（担吉田肉腫ラットの体内分布）
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　目　的：ヘパリンの体内分布と時間的変化を観

察する目的で67Ga標識ヘパリンを試作し，担吉

田肉腫ラットを用いて基礎実験を行なった．

　材料の精製：ヘパリンに6℃aを標識した原液

ではべー・R・一一クロマトグラフで展開の途中で67Ga

イオンの残留を認めたが，陽イオン交換樹脂を用

いて精製し，67Gaヘパリソを試作できた．

　実験成積：①67Gaヘパリソは1時間以内に腎

に集積し72．・0～88．5％が尿中に排泄された．

②67Gaヘパリソの骨への集積は少なく，腫瘍／骨

集積比は1時間後：4．・3，3時間後：3．1，24時間

後：L5であった．

③腫瘍／血液集積比は1時間後二〇．　7，3時間後：

1．0，24時間後二6．4であった．

④腫瘍／筋肉集積比は1時間後：3．9，3時間後：

5．2，24時間後：17．5を示した．

　将来臨床的にヘパリンの投与を必要とする疾患

の診断と経過観察等への応用が期待できよう．

26．99mTc・citrateの担吉田肉腫ラットにおける

　　体内分布
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　第1回世界核医学会で1．Benesらは99mTc－

citrateによる腫瘍スキャニソグを発表した．我

我もこの化合物の悪性腫瘍親和性を研究していた

ので，今までに得た結果を報告する．

　99「nTc・citrateの合成：99・・TcO4一をcitric　acid

中で還元して99mTc・citrateとするのであるが，

還元剤の相違により合成物に差の出ることも考え

られるので，還元剤としてSnC12とNaBH4の2

種類を検討した．種々の条件で検討したが，どち

らの方法で合成しても注射液としたのち1時間を

過ぎると分解して99mTcO4一が生じ，その量は経

時的に多くなった．

　99mTc－citrateの体内分布：調製後まもない

99mTc・citrate注射液を吉田肉腫結節ラットに静注

し，静注後1時間，3時間の体内分布を求めた．

SnCl2で還元して作った方の腫瘍取込率は1時

間，3時間後で各々0．28％／g（注射量を100％と

したときの腫瘍1g中への取込率），0．26％／gで

あり，腫瘍／血液，腫瘍／筋肉，腫瘍／肝臓，腫

瘍／腎臓，腫瘍／骨一比は1時間後で各々O．・8，

5．6，1．3，0．・04，1．7であり，3時間後で各々1．8，

12．　4，1．5，0．04，3．0であった．NaBH4で還元

して作った方の腫瘍取込率は1時間，3時間後で

各々0．17％／g，0：11％／gであり，腫瘍／血液，腫

瘍／筋肉，腫瘍／肝臓，腫瘍／腎臓，腫瘍／骨一

比は1時間後で各々0．8，4．0，1．5，0．　05，1．3で

あり，3時間後で各々1．2，6．5，1．2，0．　03，1．3

であった．

　まとめ1この結果を99mTc・bleomycinと比較す

るとSnCl，で還元した方はより優れており，
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